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沖縄県名護市から視察団が来校されました。

9月27日（火）、沖縄県名護市から本校のコミュニティ・スクールの取組を視察するため
に、１０名の方々が来校されました。名護市では、今後、コミュニティ・スクールを設置す
る予定であり、今回の視察はその準備のために、本校の取組を参考にする目的で来校された
ものです。
訪問では、校内コーディネーターの藤原教諭から本校の取組の説明を行い、その後、実際

の活動の様子として「あさなえ英会話教室」と「認知症の方への声かけ訓練」を参観してい
ただきました。また、訪問の最後には、浅江地区統括コーディネーターの金子さんや本校の
校外コーディネーターの太田さんと平木さんも交えて、質疑応答の時間を設けましたが、名
護市の方々からは多くの質問がなされました。予定の時間を大幅にオーバーしてしまうほど
協議が盛り上がり、たいへん楽しく有意義な時間となりました。
視察団の方々からは、本校の生徒たちの心のこもった挨拶や熱心な活動の様子にふれ、た

いへん感心したとのお言葉もいただきました。また、本校の取組からコミュニティ・スクー
ルの組織や運用の方法について具体的なイメージを得てくださったようです。今後、名護市
のそれぞれの学校において、素晴らしいコミュニティ・スクールの取組が実践されていくこ
とを期待しています。
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今回来校された沖縄県名護市の皆さん 「あさなえ英会話教室」の様子を参観されました。

「認知症の方への声かけ訓練」の様子。たくさん

の方に見られて生徒たちも緊張気味。

質疑応答の時間では、特に地域の方々と学校との

連携の方法について質問が集中しました。



第29回「浅江敬老と福祉のつどい」が開催されました。

9月18日（日）、本校体育館を会場に、浅江地区コミュニ
ティ協議会主催の「第29回浅江敬老と福祉のつどい」が開
催されました。
本校の生徒たちは、毎年、この日に向けて手作りプレゼン

トを製作して贈呈していますが、今年は、お年寄りの方々に
毎日健康に過ごしていただきたいという思いを込めて、メッ
セージ入りの「青竹踏み」を準備しました。毎日使っていた
だき、健康増進に役立てていただければ幸いです。
当日は、本校生徒２名が進行のお手伝いで参加したほか、

吹奏楽部が「レコード大賞メドレー」などお年寄りにもなじ
みのある曲を演奏し、会を盛り上げました。また、地域の方
々による詩吟や民謡、フォークダンスなどの披露もあり、楽
しいひとときを過ごすことができました。

私は初めてこの行事に参加しました。どんな感じなんだろう？

と思っていましたが、青竹踏みのプレゼントも喜んでくださり、

また、地域の方々が披露された力強い歌声や楽しいダンスも楽し

むことができました。私も友達と一緒に踊って、とても和むこと

ができたし、たいへん楽しい一日になりました。ぜひまた参加し

たいと思いました。 （３年 福島 遙さん）

あさなえJr.の活動紹介 光富士白苑訪問

９月２４日（土）、３年生の「あさなえJr.」の有志生徒９名が、社会福祉法人「光富士白
苑（デイサービス）」を訪問し、お年寄りの方々と交流しました。当日は、生徒たちがこの
日のために練習してきたよさこい踊りやダンスを披露したり、お年寄りへの手紙を渡したり
しました。また、富士白苑の職員の方々の企画によるビンゴゲームをお年寄りと一緒に楽し
んだり、記念撮影をしたりして思い出深い一日となりました。
次回は、１０月２日（日）に、「ニチイケアセンター」（デイサービス）を訪問する予定

です。

【是非ご覧ください！】
本校では、日々の学校の様子や行事

などの情報を、インターネット上でホ
ームページとブログで発信していま
す。右のQRコードを読み込んでアク
セスしてください。 ホームページ ブログ

 

手作りの「青竹踏み」贈呈

吹奏楽部による演奏


